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(57)【要約】
【課題】ビフィズス菌や乳酸菌が増殖したり菌数に変化がない環境下においては増殖を促
進させ、減少する環境下においては減少を抑制させ得る技術を提供すること。
【解決手段】
　スピルリナを有効成分とする、ビフィドバクテリウム属細菌および／または乳酸菌の増
殖促進および／または減少抑制剤を提供する。また、スピルリナと、ビフィドバクテリウ
ム属細菌および乳酸菌からなる群から選択される少なくとも１種の細菌と、を含む経口組
成物を提供する。更に、ビフィドバクテリウム属細菌及び乳酸菌からなる群から選択され
る少なくとも１種の細菌と、スピルリナと、を共存させる工程を有する、ビフィドバクテ
リウム属細菌および／または乳酸菌の増殖促進および／または減少抑制方法を提供する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スピルリナを有効成分とする、ビフィドバクテリウム属細菌および／または乳酸菌の増
殖促進および／または減少抑制剤。
【請求項２】
　さらにタンパク質および糖質からなる群から選択される少なくとも１種を含有する、請
求項１に記載の増殖促進および／または減少抑制剤。
【請求項３】
　上記タンパク質が、乳タンパク質および／または植物タンパク質である、請求項２に記
載の増殖促進および／または減少抑制剤。
【請求項４】
　上記糖質が、単糖、二糖およびオリゴ糖からなる群から選択される少なくとも１種であ
る請求項２または３に記載の増殖促進および／または減少抑制剤。
【請求項５】
　スピルリナと、
　ビフィドバクテリウム属細菌および乳酸菌からなる群から選択される少なくとも１種の
細菌と、を含む経口組成物。
【請求項６】
　さらにタンパク質および糖質からなる群から選択される少なくとも１種を含有する、請
求項５に記載の経口組成物。
【請求項７】
　上記タンパク質が、乳タンパク質および／または植物タンパク質である、請求項６に記
載の経口組成物。
【請求項８】
　上記糖質が、単糖、二糖およびオリゴ糖からなる群から選択される少なくとも１種であ
る請求項６または７に記載の経口組成物。
【請求項９】
　腸内細菌叢の改善、免疫調節、下痢、便秘、肥満、又は炎症性腸疾患の予防及び／又は
治療に用いられる、請求項５～８のいずれか一項に記載の経口組成物。
【請求項１０】
　ビフィドバクテリウム属細菌及び乳酸菌からなる群から選択される少なくとも１種の細
菌と、スピルリナと、を共存させる工程を有する、ビフィドバクテリウム属細菌および／
または乳酸菌の増殖促進および／または減少抑制方法。
【請求項１１】
　さらにタンパク質および糖質からなる群から選択される少なくとも１種を共存させる、
請求項１０に記載の増殖促進および／または減少抑制方法。
【請求項１２】
　上記タンパク質が、乳タンパク質および／または植物タンパク質である、請求項１１に
記載の増殖促進および／または減少抑制方法。
【請求項１３】
　上記糖質が、単糖、二糖およびオリゴ糖からなる群から選択される少なくとも１種であ
る請求項１１または１２に記載の増殖促進および／または減少抑制方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術はビフィドバクテリウム属細菌（以下、単に「ビフィズス菌」とも称する）およ
び／または乳酸菌の増殖を促進または減少を抑制するために用いられる増殖促進および／
または減少抑制剤、並びに増殖促進および／または減少抑制方法に関する。また本技術は
、当該増殖促進および／または減少抑制剤とともにビフィズス菌および／または乳酸菌を
含有する経口組成物に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　ビフィズス菌は、哺乳類（ヒトを含む）の腸管内常在菌であり、それ自体に病原性はな
く、むしろ乳酸産生や栄養要求性等の点から病原性腸内細菌に拮抗し、これらの菌の腸管
内での増殖を阻害する作用があることが知られている。
【０００３】
　一般に、乳児の大腸内の腸内フローラ（腸内菌叢）はビフィズス菌が優勢であるが、そ
の菌叢は加齢とともに変動する。具体的には、青年期から壮年期にかけてビフィズス菌は
減少し、クロストリジウム属細菌や大腸菌などの腐敗菌が顕著に増加する。その結果、腸
内環境は悪化し、宿主（人）の健康に悪影響がもたらされる。このため、人が年をとって
も長く健康を維持するためには、腸内フローラをビフィズス菌等の有用菌が常に優勢な状
態に維持しておくことが極めて重要である。
【０００４】
　一方、乳酸菌は、通常、ヨーグルト等の乳製品や漬け物等の発酵食品に含まれており、
これを哺乳類（ヒトを含む）が食することでその腸内に入り、腸内細菌のバランスを正常
化したり、整腸作用を発揮する。また最近では、乳酸菌には、花粉症やアトピー性皮膚炎
、ぜんそくなどのアレルギー疾患を抑える働きがあること、血中の善玉コレステロールの
低下を抑え、中性脂肪の値を低下させる効果が期待できることも示されている。
【０００５】
　こうしたことから、従来よりビフィズス菌や乳酸菌の増殖を促進する物質（以下、単に
「増殖促進剤」とも称する）が求められており、数多くの増殖促進剤が開発され提案され
ている。
【０００６】
　現在、ビフィズス菌の増殖促進剤として知られているものとして、例えばフラクトオリ
ゴ糖、ガラクトオリゴ糖、キシロオリゴ糖、イソマルトオリゴ糖、及び大豆オリゴ糖など
のオリゴ糖；Ｎ－アセチルグルコサミン、ラクチュロース、ラフィノース、セアンデロー
ス、シクロデキストリン、及びコンニャクマンナン等の糖質（以上、特許文献１～４、非
特許文献１～３）；豆乳及び豆乳抽出物（特許文献５～６）；茶抽出物（特許文献７）；
リン酸カルシウム（特許文献８）；牛ラクトフェリン、牛アポラクトフィリン及び牛ラク
トフィリン鉄（特許文献９）などを挙げることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開昭６０－４１４４９号公報
【特許文献２】特開平３－１８３４５４号公報
【特許文献３】特開昭５７－１３８３８５号公報
【特許文献４】特開平１０－１７５８６７号公報
【特許文献５】特公昭４５－９８２２号公報
【特許文献６】特開昭５９－１７９０６４号公報
【特許文献７】特開平１－１９１６８０号公報
【特許文献８】特開２００５－１３０８０４号公報
【特許文献９】特開平８－３８０４４号公報
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】「ビフィズス菌」、７７頁、１９７９年、株式会社ヤクルト
【非特許文献２】「化学と生物」、２１巻、２９１頁、１９８３年、学会出版センター
【非特許文献３】「理研腸内フローラシンポジウム、腸内フローラと栄養」、８９頁、１
９８３年、学会出版センター。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００９】
　前述の通り、従来から、ビフィズス菌や乳酸菌の増殖を促進する物質の更なる開発が望
まれている。ビフィズス菌や乳酸菌は、その存在環境によって、増殖が促進される場合、
菌数に変化がない場合、減少する場合がある。
　そこで、本技術では、ビフィズス菌や乳酸菌が増殖したり菌数に変化がない環境下にお
いては増殖を促進させ、減少する環境下においては減少を抑制させ得る技術を提供するこ
とを主目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者らは、前記課題を解決すべく、鋭意検討を重ねた結果、スピルリナ属に属する
藍藻類（スピルリナ）をビフィズス菌および／または乳酸菌と共存させることでその増殖
が有意に促進され菌数が増加すること、つまりスピルリナにビフィズス菌および／または
乳酸菌の増殖を促進する作用があることを見出した。
【００１１】
　即ち、本技術では、まず、スピルリナを有効成分とする、ビフィドバクテリウム属細菌
および／または乳酸菌の増殖促進および／または減少抑制剤を提供する。
　本技術に係る増殖促進および／または減少抑制剤には、さらにタンパク質および糖質か
らなる群から選択される少なくとも１種を含有させることもできる。
　この場合、上記タンパク質としては、乳タンパク質および／または植物タンパク質を選
択することができる。
　また、上記糖質としては、単糖、二糖およびオリゴ糖からなる群から選択される少なく
とも１種を選択することができる。
【００１２】
　本技術では、次に、スピルリナと、
　ビフィドバクテリウム属細菌および乳酸菌からなる群から選択される少なくとも１種の
細菌と、を含む経口組成物を提供する。
　本技術に係る経口組成物には、さらにタンパク質および糖質からなる群から選択される
少なくとも１種を含有させることができる。
　この場合、上記タンパク質としては、乳タンパク質および／または植物タンパク質を選
択することができる。
　また、上記糖質としては、単糖、二糖およびオリゴ糖からなる群から選択される少なく
とも１種を選択することができる。
　さらに、前記経口組成物は、腸内細菌叢の改善、免疫調節、下痢、便秘、肥満、又は炎
症性腸疾患の予防及び／又は治療に用いることができる。
【００１３】
　本技術では、更に、ビフィドバクテリウム属細菌及び乳酸菌からなる群から選択される
少なくとも１種の細菌と、スピルリナと、を共存させる工程を有する、ビフィドバクテリ
ウム属細菌および／または乳酸菌の増殖促進および／または減少抑制方法を提供する。
　本技術に係る増殖促進および／または減少抑制方法では、さらにタンパク質および糖質
からなる群から選択される少なくとも１種を共存させることもできる。
　この場合、上記タンパクとしては、乳タンパク質および／または植物タンパク質を選択
することができる。
　また、上記糖質としては、単糖、二糖およびオリゴ糖からなる群から選択される少なく
とも１種を選択することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本技術によれば、ビフィズス菌や乳酸菌が増殖したり菌数に変化がない環境下において
は増殖を促進させ、減少する環境下においては減少を抑制させることができる。なお、こ
こに記載された効果は、必ずしも限定されるものではなく、本技術中に記載されたいずれ
かの効果であってもよい。
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【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本技術を実施するための好適な実施形態について説明する。なお、以下に説明す
る実施形態は、本開示の代表的な実施形態の一例を示したものであり、これにより本技術
の範囲が狭く解釈されることはない。なお、本明細書において、数値範囲を「下限～上限
」で表現するものに関しては、上限は「以下」であっても「未満」であってもよく、下限
は「以上」であっても「超」であってもよい。
【００１６】
１．増殖促進および／または減少抑制剤
　本技術に係る増殖促進および／または減少抑制剤（以下、単に「増殖促進・減少抑制剤
」とも称する）は、スピルリナを有効成分とする製剤であって、ビフィズス菌および乳酸
菌からなる群から選択される少なくとも１種の細菌（以下、単に「ビフィズス菌および／
または乳酸菌」または「ビフィズス菌／乳酸菌」と称する）の増殖を促進する作用効果を
有することを特徴とする。また本技術の増殖促進剤は、スピルリナに加えて、タンパク質
および糖質からなる群から選択される少なくとも１種を含有していてもよい。
　以下、本技術について詳細に説明する。
【００１７】
　（１）ビフィズス菌
　本技術が対象とするビフィズス菌としては、例えばビフィドバクテリウム・ラクティス
（Bifidobacterium lactis）、ビフィドバクテリウム・ロンガム（Bifidobacterium long
um）、ビフィドバクテリウム・インファンティス(Bifidobacterium infantis)、ビフィド
バクテリウム・アドレセンティス（Bifidobacterium adolescentis）、ビフィドバクテリ
ウム・ブレーベ（Bifidobacterium breve）、ビフィドバクテリウム・ビフィダム（Bifid
obacterium bifidum）、ビフィドバクテリウム・アニマリス（Bifidobacterium animalis
）などが挙げられる。これらのビフィズス菌は一種単独を対象にしてもよいし、また二種
以上を任意に組み合わせて対象とすることもできる。制限はされないものの、好ましくは
、ビフィドバクテリウム・ロンガム、ビフィドバクテリウム・ブレーベ、およびビフィド
バクテリウム・インファンティスを挙げることができる。より好ましくはビフィドバクテ
リウム・ロンガム、およびビフィドバクテリウム・ブレーベである。
【００１８】
　（２）乳酸菌
　本技術が対象とする乳酸菌としては、例えばラクトコッカス・ラクチス・サブスピーシ
ーズ・ラクティス（Lactococcus lactis subsp. lactis）、ラクトコッカス・ラクティス
・サブスピーシーズ・クレモリス（Lactococcus lactis subsp. cremoris）（以上、ラク
トコッカス属細菌）；ストレプトコッカス・サリバリウス・サブスピーシーズ・サーモフ
ィラス（Streptococcus salivarius subsp. thermophilus）（以上、ストレプトコッカス
属細菌、エンテロコッカス属細菌とも称する）；リューコノストック・メセンテロイデス
・サブスピーシーズ・クレモリス（Leuconostoc mesenteroides subsp. cremoris）（以
上、リューコノストック属細菌）；ラクトバシラス・アシドフィラス（Lactobacillus ac
idophilus）、ラクトバシラス・カゼイ（Lactobacillus casei）、ラクトバシラス・デル
ブルギ・サブスピーシーズ・ブルガリカス（Lactobacillus delbrueckii subsp. bulgari
cus）、ラクトバシラス・デルブルギ・サブスピーシーズ・ラクティス（Lactobacillus d
elbrueckii subsp. lactis）、ラクトバシラス・ガセリ（Lactobacillus gasseri）、ラ
クトバシラス・ヘルベティカス（Lactobacillus helveticus）、ラクトバシラス・プラン
タラム（Lactobacillus plantarum）、ラクトバシラス・ブレビス（Lactobacillus brevi
s）、ラクトバシラス・カゼイ・サブスピーシーズラムノーサス（Lactobacillus casei s
ubsp. rhamnosus）、ラクトバシラス・パラカゼイ（Lactobacillus paracasei）（以上、
ラクトバシラス属細菌）；テトラジェノコッカス・ハロフィルス（Tetragenococcus halo
philus）（以上、テトラジェノコッカス属細菌）、およびペディオコッカス・ペントサセ
ウス（Pediococcus pentosaseus）（以上、ペディオコッカス属細菌）などが挙げられる
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。これらの乳酸菌は一種単独を対象としてもよいし、また二種以上を任意に組み合わせて
対象とすることもできる。制限はされないものの、好ましくはラクトバシラス・ガセリ、
ラクトバシラス・アシドフィラス、およびラクトバシラス・パラカゼイを挙げることがで
きる。より好ましくはラクトバシラス・ガセリである。
【００１９】
　（３）スピルリナ
　スピルリナ(Spirulina)は、アルスロスピラ属あるいはスピルリナ属に属する藍藻類で
ある。これらの藍藻類には、例えばアルスロスピラ（スピルリナ）・プラテンシス（Arth
rospira(Spirulina) platensis）、アルスロスピラ（スピルリナ）・マキシマ（Arthrosp
ira(Spirulina) maxima）、スピルリナ・サブサルサ（Spirulina subsalsa）、スピルリ
ナ・メジャー（Spirulina major）、スピルリナ・ゲイトレリ（Spirulina geitleri）、
スピルリナ・サイアミーゼ（Spirulina siamese）、スピルリナ・プリンセプス（Spiruli
na princeps）、スピルリナ・ラキシシマ（Spirulina laxissima）、スピルリナ・クルタ
（Spirulina curta）、スピルリナ・スピルリノイデス（Spirulina spirulinoides）、ス
ピルリナ・アルダリア等が含まれる。これらのスピルリナは一種単独で使用してもよいし
、また二種以上を任意に組み合わせて使用することもできる。
【００２０】
　スピルリナは、蛋白質、クロロフィル、カロチン、およびビタミンＢ群等に加えて、カ
ルシウム（４００～１２００ｍｇ：スピルリナ１００ｇ中の含有量、以下同様。）、カリ
ウム（８００～２０００ｍｇ）、鉄（５０～１５０ｍｇ）、亜鉛（１～３ｍｇ）、および
銅（０．３～０．６ｍｇ）等のミネラルを多く含むことが知られている（例えば、済木育
夫「究極の完全食品　スピルリナ」、株式会社高輪出版社、１９９６年１２月２０日、６
２－６５頁参照）。
【００２１】
　本技術の増殖促進・減少抑制剤に配合されるスピルリナの形態は特に問わず、液体培地
中で培養した状態の藻体（湿藻体）であっても、またそれを乾燥した乾燥藻体であっても
よい。さらにその乾燥藻体は粉砕され粉末状態に調製されたものであってもよい。好まし
くは乾燥藻体の形態であり、より好ましくは乾燥粉末状態の藻体である。なお、スピルリ
ナの乾燥藻体は、自ら培養栽培して得られたスピルリナを乾燥して調製することもできる
が（例えば、特開２００６－２５６６８号公報など参照）、商業的に入手することもでき
る（例えば、株式会社スピルリナ研究所など）。
【００２２】
　本技術の増殖促進・減少抑制剤はスピルリナ１００質量％からなるものであってもよい
し、上記するように、スピルリナに加えて他の成分を含有することもできる。このため、
本技術の増殖促進・減少抑制剤におけるスピルリナの含有割合は、０．０１～１００質量
％の範囲で適宜調整することができる。
【００２３】
　また、本技術の増殖促進・減少抑制剤は、後述する医薬品または医薬部外品や飲食品等
、その最終形態に応じて、スピルリナの最終濃度が０．０００１～１００質量％となるよ
うな割合で、好ましくは０．１～１００質量％となるような割合で使用することができる
。
【００２４】
　また、生体腸内のビフィズス菌を増殖する目的で、本技術の増殖促進・減少抑制剤を経
口的に摂取する場合、１日あたり摂取する量は、本技術の増殖促進・減少抑制剤に含まれ
るスピルリナの量に換算して、通常１０ｍｇ～２０ｇ／日、好ましくは３０ｍｇ～１０ｇ
／日、より好ましくは１～６ｇ／日を挙げることができる。なお、当該摂取量は１日２回
以上に分けて服用してもよい。
【００２５】
　（４）タンパク質
　前述するように、本技術の増殖促進・減少抑制剤には、スピルリナに加えて、タンパク
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質を配合することができる。タンパク質を配合することにより、後述する実施例に示す通
り、ビフィドバクテリウム属細菌および／または乳酸菌の増殖促進および／または減少抑
制の効果がより優れたものとなる。
【００２６】
　本技術の増殖促進・減少抑制剤に用いることができるタンパク質としては、医療、食品
等の分野において用いることが可能なタンパク質を、１種又は２種以上、自由に選択して
用いることができる。具体的には、例えば、カゼインやホエイタンパク質などの乳由来の
タンパク質や大豆タンパク質などの植物由来のタンパク質が挙げられる。
　カゼインとしては、例えば、市販の各種カゼイン、カゼイネート等を利用することがで
きる。より具体的には、乳酸カゼイン、硫酸カゼイン、塩酸カゼイン、ナトリウムカゼイ
ネート、カリウムカゼイネート、カルシウムカゼイネート、マグネシウムカゼイネート又
はこれらの任意の混合物等が挙げられる。また、牛乳、脱脂乳、全脂粉乳、脱脂粉乳から
常法により精製したカゼイン等を利用することもできる。
　ホエイタンパク質としては、市販品又は牛乳、脱脂乳等から公知の方法により分離され
たホエイ（例えば、ホエイ粉末、脱塩ホエイ粉末等）又は、分離精製した乳清蛋白質濃縮
物、乳清蛋白質単離物、若しくはこれらの任意の割合の混合物を用いることができる。
　これらのタンパク質は、タンパク質として精製された形態で用いることもできるが、こ
れらのタンパク質を含む原料の形態で用いることもできる。
【００２７】
　乳由来のタンパク質を含む原料としては、生乳、牛乳、水牛乳、やぎ乳、羊乳、馬乳、
濃縮乳、脱脂濃縮乳、脱脂粉乳、乳清蛋白質濃縮物（ＷＰＣ）、乳清蛋白質分離物（ＷＰ
Ｉ）、乳蛋白質濃縮物（ＭＰＣ）、ミセラカゼインアイソレート（ＭＣＩ）、ミルクプロ
テインアイソレート（ＭＰＩ）等が挙げられる。
【００２８】
　本技術でいう「乳」には「乳および乳製品の成分規格等に関する厚生労働省令」（以下
、単に「乳等省令」と称する）で規定されている生乳、牛乳、特別牛乳、生山羊乳、殺菌
山羊乳、部分脱脂乳、脱脂乳および加工乳の他（以上、哺乳動物の母乳）、豆乳、アーモ
ンドミルク、およびココナッツミルク等の植物由来の乳（ミルク）が含まれる。これらは
一種単独で本技術の増殖促進剤に配合することもできるし、また二種以上を任意に組み合
わせて配合することもできる。好ましくは上記哺乳動物の母乳および豆乳であり、より好
ましくは牛に由来する生乳、牛乳、特別牛乳、部分脱脂乳、脱脂乳および加工乳；並びに
豆乳である。なお、上記「生乳、牛乳、特別牛乳、生山羊乳、殺菌山羊乳、部分脱脂乳、
脱脂乳および加工乳」の定義は乳等省令によるものとする。
【００２９】
　ちなみに牛乳の平均的組成は、タンパク質３．３質量％、脂質３．８質量％、炭水化物
４．８質量％、ミネラル（カリウム、カルシウム、リン酸塩、マグネシウム、ナトリウム
、クエン酸塩、リン、鉄等）０．３７質量％、ビタミン（ビタミンＡ，Ｂ１、Ｂ２，Ｃお
よびＥ）、および水分であり、１００グラム当り約６７Ｋカロリーである。牛乳に含まれ
るタンパク質の約８０質量％はカゼイン（カゼインミセル）である。残りの２０質量％は
乳漿蛋白（ホエイプロテイン）であり、この中には、β－ラクトグロブリン、α－ラクト
グロブリン、免疫グロブリン、血清アルブミン、およびラクフェリン等のタンパク質が含
まれる。牛乳に含まれる炭水化物としては、乳糖（二糖）、グルコース、ガラクトース（
以上、単糖）、その他のオリゴ糖を挙げることができる。炭水化物の多くは乳糖であり、
脱脂粉乳の固形分のうち５０質量％を占める。脱脂粉乳（固形分）の残り５０質量％の多
くはタンパク質である。
【００３０】
　植物由来のタンパク質を含む原料としては、豆乳、アーモンドミルク、ココナッツミル
クなどを挙げることができる。
　豆乳は、大豆を水に浸してすりつぶし、水を加えて煮つめた汁を漉したものである。
　アーモンドミルクは、水に浸したアーモンドをミキサーなどで砕き、水を加えてガーゼ
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などで滓を漉したものである。
　ココナッツミルクは、成熟したココナッツの種子の内側に、層状に形成される固形胚乳
から得られる甘い乳状の食材である。
【００３１】
　また、本技術の増殖促進・減少抑制剤には、タンパク質を含む原料を更に加工した製品
（例えば、乳製品等）を配合することもできる。
　乳製品とは、前述する乳（好ましくは生乳および豆乳）を人為的に加工した可食性製品
を意味する。例えば生乳から調製される乳製品としては、クリーム、バター、バターオイ
ル、チーズ、濃縮ホエイ、アイスクリーム類（アイスクリーム、ラクトアイス、アイスミ
ルク）、濃縮乳、脱脂濃縮乳、無糖れん乳、無糖脱脂れん乳、加糖れん乳、加糖脱脂れん
乳、全粉乳、脱脂粉乳、クリームパウダー、ホエイパウダー、バターミルクパウダー、加
糖粉乳、調整粉乳、発酵乳、乳酸菌飲料（無脂乳固形分３％以上を含むものに限る）およ
び乳飲料を挙げることができる。これら各成分の定義は乳等省令によるものとする。なか
でも好ましくは脱脂乳（ホエイ、濃縮ホエイ、カッテージチーズ、脱脂濃縮乳、無糖脱脂
れん乳、加糖脱脂れん乳、脱脂濃縮乳、無糖脱脂れん乳、加糖脱脂れん乳、脱脂粉乳、ホ
エイパウダー）、粉乳（全粉乳、脱脂粉乳、クリームパウダー、ホエイパウダー、バター
ミルクパウダー、加糖粉乳、調整粉乳）であり、より好ましくは脱脂粉乳、ホエイパウダ
ーである。
【００３２】
　本技術の増殖促進・減少抑制剤にタンパク質を配合する場合、その配合量は特に限定さ
れず、スピルリナの量や使用目的等に応じて、自由に設定することができる。本技術では
特に、スピルリナ１００質量部に対して１～１００００質量部配合することが好ましく、
５０～３００質量部配合することがより好ましい。
【００３３】
　（５）糖質
　前述するように、本技術の増殖促進・減少抑制剤には、スピルリナに加えて、糖質を配
合することができる。糖質を配合することにより、後述する実施例に示す通り、ビフィド
バクテリウム属細菌および／または乳酸菌の増殖促進および／または減少抑制の効果がよ
り優れたものとなる。
【００３４】
　本技術の増殖促進・減少抑制剤に用いることができる糖質としては、医療、食品等の分
野において用いることが可能な糖質を、１種又は２種以上、自由に選択して用いることが
できる。具体的には、例えば、グルコース、フルクトース、ガラクトース、ラムノースお
よびフコース等の単糖；乳糖（ラクトース）、スクロース、マルトースおよびトレハロー
ス等の二糖；ラフィノース等の三糖；ラクチュロース、フラクトオリゴ糖、ガラクトオリ
ゴ糖、マンナンオリゴ糖、イソマルトオリゴ糖、キシロオリゴ糖等のオリゴ糖；Ｎ－アセ
チルグルコサミン、デキストリン、大豆オリゴ糖等の多糖類を挙げることができる。好ま
しくは単糖、二糖およびオリゴ糖であり、より好ましくはグルコース、および乳糖を挙げ
ることができる。なお、ラクチュロースは、乳糖を公知の方法でアルカリ異性化したもの
であり、商業的に入手することができるが、特公昭５２－２１０６３号公報に記載の方法
に従って製造することもできる。
【００３５】
　本技術の増殖促進・減少抑制剤に糖質を配合する場合、その配合量は特に限定されず、
スピルリナの量や使用目的等に応じて、自由に設定することができる。本技術では特に、
スピルリナ１００質量部に対して１～２００００質量部配合することが好ましく、８０～
５００質量部配合することがより好ましい。
【００３６】
　（６）その他の成分
　本技術の増殖促進・減少抑制剤には、本技術の効果を損なわない限り、医療、食品等の
分野において使用可能なその他の成分を、１種又は２種以上、自由に選択して用いること
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ができる。
【００３７】
　他の成分としては、スピルリナを製剤化するために使用される担体及び添加剤を挙げる
ことができる。具体的には、例えば、賦形剤、ｐＨ調整剤、着色剤、矯味剤等の成分を用
いることができる。また、公知の又は将来的に見出される疾患や症状の予防、改善及び／
又は治療の効果を有する成分を、適宜目的に応じて併用することも可能である。
【００３８】
　前記製剤担体としては、剤形に応じて、各種有機又は無機の担体を用いることができる
。固形製剤の場合の担体としては、例えば、賦形剤、結合剤、崩壊剤、滑沢剤、安定剤、
矯味矯臭剤等が挙げられる。
【００３９】
　前記賦形剤としては、例えば、乳糖、白糖、ブドウ糖、マンニット、ソルビット等の糖
誘導体；トウモロコシデンプン、馬鈴薯デンプン、α－デンプン、デキストリン、カルボ
キシメチルデンプン等のデンプン誘導体；結晶セルロース、ヒドロキシプロピルセルロー
ス、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、カルボキシメ
チルセルロースカルシウム等のセルロース誘導体；アラビアゴム；デキストラン；プルラ
ン；軽質無水珪酸、合成珪酸アルミニウム、メタ珪酸アルミン酸マグネシウム等の珪酸塩
誘導体；リン酸カルシウム等のリン酸塩誘導体；炭酸カルシウム等の炭酸塩誘導体；硫酸
カルシウム等の硫酸塩誘導体等が挙げられる。
【００４０】
　前記結合剤としては、例えば、上記賦形剤の他、ゼラチン；ポリビニルピロリドン；マ
クロゴール等が挙げられる。
【００４１】
　前記崩壊剤としては、例えば、上記賦形剤の他、クロスカルメロースナトリウム、カル
ボキシメチルスターチナトリウム、架橋ポリビニルピロリドン等の化学修飾されたデンプ
ン又はセルロース誘導体等が挙げられる。
【００４２】
　前記滑沢剤としては、例えば、タルク；ステアリン酸；ステアリン酸カルシウム、ステ
アリン酸マグネシウム等のステアリン酸金属塩；コロイドシリカ；ピーガム、ゲイロウ等
のワックス類；硼酸；グリコール；フマル酸、アジピン酸等のカルボン酸類；安息香酸ナ
トリウム等のカルボン酸ナトリウム塩；硫酸ナトリウム等の硫酸塩類；ロイシン；ラウリ
ル硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸マグネシウム等のラウリル硫酸塩；無水珪酸、珪酸水和
物等の珪酸類；デンプン誘導体等が挙げられる。
【００４３】
　前記安定剤としては、例えば、メチルパラベン、プロピルパラベン等のパラオキシ安息
香酸エステル類；クロロブタノール、ベンジルアルコール、フェニルエチルアルコール等
のアルコール類；塩化ベンザルコニウム；無水酢酸；ソルビン酸等が挙げられる。
【００４４】
　前記矯味矯臭剤としては、例えば、甘味料、酸味料、香料等が挙げられる。
　なお、経口投与用の液剤の場合に使用する担体としては、水等の溶剤、矯味矯臭剤等が
挙げられる。
【００４５】
　（７）用途
　本技術の増殖促進・減少抑制剤は、もっぱらビフィズス菌／乳酸菌の増殖を促進し、又
は、減少を抑制し、当該細菌の菌数を増加させるか、又は当該細菌の生残性を向上させる
目的で使用される。
【００４６】
　本技術において「増殖促進」（増殖促進作用）とは、生存可能な環境下にあるビフィズ
ス菌／乳酸菌（生菌）に作用して、その増殖を促進することをいう。
　本技術において「減少抑制」（減少抑制作用）とは、生存または生育（増殖）が抑制さ
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れた環境下において、当該ビフィズス菌／乳酸菌に対して増殖促進を図ることで、死滅（
不活性化）による生菌数の減少を抑え、生きた状態で残存する菌体数（生菌数）を維持ま
たは増やすことができること（生残率の向上）をいう。
【００４７】
　本技術の増殖促進・減少抑制剤が有するこうした増殖促進作用および減少抑制作用は、
本技術の増殖促進・減少抑制剤の存在下でビフィズス菌／乳酸菌（生菌）を培養した場合
に、培養前後のビフィズス菌／乳酸菌の生菌数をもとに下式で算出される生残率（％）が
、本技術の増殖促進・減少抑制剤非存在下でビフィズス菌／乳酸菌（生菌）を培養した場
合に算出される生残率（％）（対照生残率）と比較して、高いことを指標として判断する
ことができる。ビフィズス菌／乳酸菌の具体的な培養方法や条件は後述する実験例に記載
する方法を参考にすることができる。
【００４８】
[数１]    
     　生残率（％）＝［培養後の生菌数／培養前の生菌数］×１００
【００４９】
　なお、生残率（％）の算出にあたり、ビフィズス菌／乳酸菌の生菌数の求め方は定法に
基づいて実施することができる。生菌数の測定法としては、ビフィズス菌測定法として、
ＴＯＳプロピオン酸寒天培地（ヤクルト薬品工業株式会社）を使用したコロニー計数法が
挙げられる。乳酸菌測定法として、ＢＣＰ加プレートカウント寒天培地”栄研”（栄研化
学株式会社）を使用したコロニー計数法が挙げられる。
【００５０】
　本技術の増殖促進・減少抑制剤は、ビフィズス菌／乳酸菌の増殖を促進し、又は、減少
を抑制することにより、腸内細菌叢の改善、免疫調節、下痢、便秘、肥満、又は炎症性腸
疾患等の予防及び／又は治療に有用であるので、これらの用途に基づく医薬品又は医薬部
外品、飲食品、及び飼料等の形態で用いることができる。
【００５１】
　（７－１）医薬品、医薬部外品
　本技術に係る増殖促進・減少抑制剤は、その優れたビフィズス菌／乳酸菌の増殖促進・
減少抑制効果を利用して、ヒト若しくは動物用の医薬品、医薬部外品等の有効成分として
、これらに配合して使用可能である。
【００５２】
　医薬品に配合する場合、該医薬品は、経口投与や非経口投与などの投与方法に応じて、
適宜所望の剤形に製剤化することができる。その剤形は特に限定されないが、経口投与の
場合、例えば、散剤、顆粒剤、錠剤、トローチ剤、カプセル剤等の固形製剤；溶液剤、シ
ロップ剤、懸濁剤、乳剤等の液剤等に製剤化することができる。非経口投与の場合、例え
ば、座剤、噴霧剤、吸入剤、軟膏剤、貼付剤、注射剤等に製剤化することができる。本開
示では、経口投与の剤形に製剤化することが好ましい。
　なお、製剤化は剤形に応じて、適宜、公知の方法により実施できる。
【００５３】
　（７－２）飲食品
　本技術に係る増殖促進・減少抑制剤は、その優れたビフィズス菌／乳酸菌の増殖促進・
減少抑制効果を利用して、ヒト若しくは動物用の健康食品、機能性食品、病者用食品、経
腸栄養食品、特別用途食品、保健機能食品、特定保健用食品、機能性表示食品、栄養機能
食品等の有効成分として、これらに配合して使用可能である。
【００５４】
　本技術に係る増殖促進・減少抑制剤は、公知の飲食品に添加して調製することもできる
し、飲食品の原料中に混合して新たな飲食品を製造することもできる。
【００５５】
　前記飲食品は、液状、ペースト状、固体、粉末等の形態を問わず、錠菓、流動食等のほ
か、例えば、小麦粉製品、即席食品、農産加工品、水産加工品、畜産加工品、乳・乳製品
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、油脂類、基礎調味料、複合調味料・食品類、冷凍食品、菓子類、飲料、これら以外の市
販品等が挙げられる。
【００５６】
　前記小麦粉製品としては、例えば、パン、マカロニ、スパゲッティ、めん類、ケーキミ
ックス、から揚げ粉、パン粉等が挙げられる。
　前記即席食品類としては、例えば、即席めん、カップめん、レトルト・調理食品、調理
缶詰め、電子レンジ食品、即席スープ・シチュー、即席みそ汁・吸い物、スープ缶詰め、
フリーズ・ドライ食品、その他の即席食品等が挙げられる。
　前記農産加工品としては、例えば、農産缶詰め、果実缶詰め、ジャム・マーマレード類
、漬物、煮豆類、農産乾物類、シリアル（穀物加工品）等が挙げられる。
　前記水産加工品としては、例えば、水産缶詰め、魚肉ハム・ソーセージ、水産練り製品
、水産珍味類、つくだ煮類等が挙げられる。
　前記畜産加工品としては、例えば、畜産缶詰め・ペースト類、畜肉ハム・ソーセージ等
が挙げられる。
　前記乳・乳製品としては、例えば、加工乳、乳飲料、ヨーグルト類、乳酸菌飲料類、チ
ーズ、アイスクリーム類、調製粉乳類、クリーム、その他の乳製品等が挙げられる。
　前記油脂類としては、例えば、バター、マーガリン類、植物油等が挙げられる。
　前記基礎調味料としては、例えば、しょうゆ、みそ、ソース類、トマト加工調味料、み
りん類、食酢類等が挙げられ、前記複合調味料・食品類として、調理ミックス、カレーの
素類、たれ類、ドレッシング類、めんつゆ類、スパイス類、その他の複合調味料等が挙げ
られる。
　前記冷凍食品としては、例えば、素材冷凍食品、半調理冷凍食品、調理済冷凍食品等が
挙げられる。
　前記菓子類としては、例えば、キャラメル、キャンディー、チューインガム、チョコレ
ート、クッキー、ビスケット、ケーキ、パイ、スナック、クラッカー、和菓子、米菓子、
豆菓子、デザート菓子、その他の菓子等が挙げられる。
　前記飲料としては、例えば、炭酸飲料、天然果汁、果汁飲料、果汁入り清涼飲料、果肉
飲料、果粒入り果実飲料、野菜系飲料、豆乳、豆乳飲料、コーヒー飲料、お茶飲料、粉末
飲料、濃縮飲料、スポーツ飲料、栄養飲料、アルコール飲料、その他の嗜好飲料等が挙げ
られる。
　上記以外の市販食品としては、例えば、ベビーフード、ふりかけ、お茶潰けのり等が挙
げられる。
【００５７】
　また、本開示で定義される飲食品は、特定の用途（特に保健の用途）や機能が表示され
た飲食品として提供・販売されることも可能である。
　「表示」行為には、需要者に対して前記用途を知らしめるための全ての行為が含まれ、
前記用途を想起・類推させうるような表現であれば、表示の目的、表示の内容、表示する
対象物・媒体等の如何に拘わらず、全て本開示の「表示」行為に該当する。
【００５８】
　また、「表示」は、需要者が上記用途を直接的に認識できるような表現により行われる
ことが好ましい。具体的には、飲食品に係る商品又は商品の包装に前記用途を記載したも
のを譲渡し、引き渡し、譲渡若しくは引き渡しのために展示し、輸入する行為、商品に関
する広告、価格表若しくは取引書類に上記用途を記載して展示し、若しくは頒布し、又は
これらを内容とする情報に上記用途を記載して電磁気的（インターネット等）方法により
提供する行為等が挙げられる。
【００５９】
　一方、表示内容としては、行政等によって認可された表示（例えば、行政が定める各種
制度に基づいて認可を受け、そのような認可に基づいた態様で行う表示等）であることが
好ましい。また、そのような表示内容を、包装、容器、カタログ、パンフレット、ＰＯＰ
等の販売現場における宣伝材、その他の書類等へ付することが好ましい。
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【００６０】
　また、「表示」には、健康食品、機能性食品、病者用食品、経腸栄養食品、特別用途食
品、保健機能食品、特定保健用食品、機能性表示食品、栄養機能食品、医薬用部外品等と
しての表示も挙げられる。この中でも特に、消費者庁によって認可される表示、例えば、
特定保健用食品制度、機能性表示食品制度、これらに類似する制度にて認可される表示等
が挙げられる。より具体的には、特定保健用食品としての表示、条件付き特定保健用食品
としての表示、機能性表示食品としての表示、身体の構造や機能に影響を与える旨の表示
、疾病リスク低減表示等を挙げることができる。この中でも典型的な例としては、健康増
進法施行規則（平成１５年４月３０日日本国厚生労働省令第８６号）に定められた特定保
健用食品としての表示（特に保健の用途の表示）、食品表示法（平成２５年法律第７０号
）に定められた機能性表示食品としての表示及びこれらに類する表示である。
【００６１】
　（７－３）飼料
　本技術に係る増殖促進・減少抑制剤は、その優れたビフィズス菌／乳酸菌の増殖促進・
減少抑制効果を利用して、動物用の飼料の有効成分として、使用可能である。本技術に係
る増殖促進・減少抑制剤は、公知の飼料に添加して調製することもできるし、飼料の原料
中混合して新たな飼料を製造することもできる。
【００６２】
　前記飼料の原料としては、例えば、トウモロコシ、小麦、大麦、ライ麦等の穀類；ふす
ま、麦糠、米糠、脱脂米糠等の糠類；コーングルテンミール、コーンジャムミール等の製
造粕類；脱脂粉乳、ホエー、魚粉、骨粉等の動物性飼料類；ビール酵母等の酵母類；リン
酸カルシウム、炭酸カルシウム等の鉱物質飼料；油脂類；アミノ酸類；糖類等が挙げられ
る。また、前記飼料の形態としては、例えば、愛玩動物用飼料（ペットフード等）、家畜
飼料、養魚飼料等が挙げられる。
【００６３】
２．経口組成物
　本技術に係る経口組成物は、スピルリナと、ビフィドバクテリウム属細菌および乳酸菌
からなる群から選択される少なくとも１種の細菌と、を少なくとも含む組成物である。ま
た、必要に応じて、タンパク質および糖質からなる群から選択される少なくとも１種を含
有させることができる。前記経口組成物は、腸内細菌叢の改善、免疫調節、下痢、便秘、
肥満、又は炎症性腸疾患等の予防及び／又は治療に用いることができる。
【００６４】
　経口組成物中のビフィズス菌／乳酸菌の含有量は特に限定されず、使用目的等に応じて
自由に設定することができる。本技術では、特に、経口組成物１ｇ中にビフィズス菌およ
び／または乳酸菌（両者を含む場合は総量）を、通常１×１０４ｃｆｕ／ｇ以上、好まし
くは１×１０６～１×１０１２ｃｆｕ／ｇの範囲で含むことができる。
【００６５】
　なお、ビフィズス菌／乳酸菌、スピルリナ、タンパク質、糖類、その他の成分の詳細に
ついては、前述した増殖促進および／または減少抑制剤と同一であるため、ここでは説明
を割愛する。
【００６６】
３．ビフィズス菌／乳酸菌の増殖促進および／または減少抑制方法
　本技術のビフィズス菌／乳酸菌の増殖促進および／または減少抑制方法（以下、単に「
増殖促進・減少抑制方法」ともいう）は、ビフィドバクテリウム属細菌及び乳酸菌からな
る群から選択される少なくとも１種の細菌と、スピルリナと、を共存させる工程を有する
方法である。また、必要に応じて、さらにタンパク質および糖質からなる群から選択され
る少なくとも１種を共存させることもできる。
【００６７】
　なお、ビフィズス菌／乳酸菌、スピルリナ、タンパク質、糖類、その他の成分の詳細に
ついては、前述した増殖促進および／または減少抑制剤や経口組成物と同一であるため、
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【実施例】
【００６８】
　以下、実施例に基づいて本技術を更に詳細に説明する。なお、以下に説明する実施例は
、本技術の代表的な実施例の一例を示したものであり、これにより本技術の範囲が狭く解
釈されることはない。
【００６９】
＜実験例１＞
　実験例１では、ビフィズス菌の増殖性に対するスピルリナの影響を調べた。
　なお、ビフィズス菌として、ビフィドバクテリウム・ロンガム（Bifidobacterium long
um）と、ビフィドバクテリウム・ブレーベ（Bifidobacterium breve）を用いた。より具
体的には、ビフィドバクテリウム・ロンガムとしては、「ＢＡＡ－９９９」（Bifidobact
erium longum ATCC BAA-999）という寄託番号でアメリカン・タイプ・カルチャー・コレ
クション（ATCC）に寄託されており、商業的に入手することが可能な（http://www.atcc.
org/products/all/BAA-999.aspx）菌を、ビフィドバクテリウム・ブレーベとしては、「
ＦＥＲＭ　ＢＰ－１１１７５」（Bifidobacterium breve FERM BP-11175）という寄託番
号で独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）に寄託されており、商業的に入手するこ
とが可能な菌を、それぞれ用いた（以下同じ）。
　また、スピルリナとして、株式会社スピルリナ研究所から入手したスピルリナ粉末を用
いた（以下同じ）。
【００７０】
　（１）各実験材料の調製
（１－１）ビフィズス菌末の調製
　各種ビフィズス菌を、蛋白質、アミノ酸、糖源を含有する培地に接種し、３２～４１℃
で５～２４時間培養を行った後、培養液から遠心分離により菌体（湿菌体）を集菌した。
凍結乾燥機（共和真空社製）を用いて、ビフィドバクテリウム・ロンガムについては１８
～９６時間、ビフィドバクテリウム・ブレーベについては１２０時間の凍結乾燥を行い、
凍結乾燥終了後の菌体塊を物理的に粉砕して各種ビフィズス菌末を得た。
【００７１】
（１－２）スピルリナ溶液の調製
　スピルリナ粉末３ｇを水道水又は牛乳１００ｍＬに溶解し、スピルリナ溶液を調製し、
９０℃で１０分間オートクレーブ殺菌を行い、滅菌した。
【００７２】
　（２）実験方法
　試験管に入れた１０ｍＬ量の各スピルリナ溶液（滅菌済）に、１０ｍＬあたりの菌数が
１．０×１０９ｃｆｕ（１．０×１０８ｃｆｕ／ｍＬ）となるように生理食塩水で希釈調
整した各種ビフィズス菌末を接種し、３７℃で８時間および１６時間培養した。培養後、
培養物中の菌数（ｃｆｕ／ｍＬ）とｐＨを測定し、培養前の菌数とｐＨと比較し、ビフィ
ズス菌の増殖性に対するスピルリナの影響を評価した。なお、比較のため、上記スピルリ
ナ溶液に代えて、水道水又は牛乳を用いて、同様に実験を行った。
【００７３】
　（３）実験結果
　実施例１～４および比較例１～４の結果を表１に示す。
【００７４】
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【表１】

【００７５】
　実施例１及び３と比較例１及び３との対比からわかるように、いずれのビフィズス菌に
ついても、スピルリナの存在下で培養することで、菌増殖が促進されて生残性が上昇する
ことが判明した。
　また、比較例２及び比較例４に示すように、牛乳にはビフィズス菌の生残性を上昇させ
る効果があるものの、牛乳にスピルリナを組み合わせることで、ビフィズス菌の菌増殖が
さらに一層促進されて、菌数が格段に増加することが判明した。
【００７６】
＜実験例２＞
　実験例２では、乳酸菌の増殖性に対するスピルリナの影響を調べた。
　なお、乳酸菌として、ラクトバシラス・ガゼリ（Lactobacillus gasseri）を用いた。
より具体的には、ラクトバシラス・ガゼリとして、「NITE　BP-01669」という寄託番号で
独立行政法人製品評価技術基盤機構に寄託されており、商業的に入手することができる菌
を用いた（以下同じ）。
【００７７】
　（１）各実験材料の調製
（１－１）乳酸菌末の調製
　乳酸菌を、蛋白質、アミノ酸、糖源を含有する培地に接種し、３２～４１℃で５～２４
時間培養を行った後、培養液から遠心分離 により菌体（湿菌体）を集菌した。凍結乾燥
機（共和真空社製）を用いて１８～９６時間の凍結乾燥を行い、凍結乾燥終了後の菌体塊
を物理的に粉砕して乳酸菌末を得た。。
【００７８】
（１－２）スピルリナ溶液の調製
　スピルリナ粉末３ｇを水道水又は牛乳１００ｍＬに溶解し、スピルリナ溶液を調製し、
９０℃で１０分間オートクレーブ殺菌を行い、滅菌した。
【００７９】
　（２）実験方法
　試験管に入れた１０ｍＬ量の各スピルリナ溶液（滅菌済）に、１０ｍＬあたりの菌数が
１．０×１０９ｃｆｕ（１．０×１０８ｃｆｕ／ｍＬ）となるように生理食塩水で希釈調
整した乳酸菌末を接種し、３７℃で８時間培養した。培養後、培養物中の菌数（ｃｆｕ／
ｍＬ）とｐＨを測定し、培養前の菌数とｐＨと比較し、乳酸菌の増殖性に対するスピルリ
ナの影響を評価した。なお、比較のため、上記スピルリナ溶液に代えて、水道水又は牛乳
を用いて、同様に実験を行った。
【００８０】
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　（３）実験結果
　実施例５～６および比較例５～６の結果を表２に示す。
【００８１】
【表２】

【００８２】
　表２に示す通り、乳酸菌についても、前記実験例１と同様に、スピルリナの存在下で培
養することで、菌増殖が促進されて生残性が上昇する効果が判明した。なお、培養後８時
間以降も同様の効果が確認された。
【００８３】
＜実験例３＞
　実験例３では、ビフィズス菌の増殖性に対するスピルリナとタンパク質および／または
糖質との併用の影響を調べた。
　なお、ビフィズス菌として、ビフィドバクテリウム・ロンガム（Bifidobacterium long
um）を用いた。
【００８４】
　（１）各実験材料の調製
（１－１）ビフィズス菌末の調製
　実験例１と同様の方法により、ビフィズス菌末を調整した。
【００８５】
（１－２）スピルリナ溶液の調製
　［実施例７および８］
　スピルリナ粉末３ｇおよびタンパク質（カゼイン又はホエイタンパク質）を水道水１０
０ｍＬに溶解し、タンパク質濃度３重量％のスピルリナ溶液を調製した。このスピルリナ
溶液を、９０℃で１０分間オートクレーブ殺菌を行い、滅菌した。
【００８６】
　［実施例９及び１０］
　スピルリナ粉末３ｇおよび糖（乳糖又はグルコース）を水道水１００ｍＬに溶解し、糖
濃度５重量％のスピルリナ溶液を調製した。このスピルリナ溶液を、９０℃で１０分間オ
ートクレーブ殺菌を行い、滅菌した。
【００８７】
　［実施例１１］
　スピルリナ粉末３ｇおよび脱脂粉乳を水道水１００ｍＬに溶解し、脱脂粉乳濃度１０重
量％のスピルリナ溶液を調製した。このスピルリナ溶液を、９０℃で１０分間オートクレ
ーブ殺菌を行い、滅菌した。
【００８８】
　（２）実験方法
　試験管に入れた１０ｍＬ量の各スピルリナ溶液（滅菌済）に、１０ｍＬあたりの菌数が
１．０×１０９ｃｆｕ（１．０×１０８ｃｆｕ／ｍＬ）となるように生理食塩水で希釈調
整したビフィズス菌末を接種し、３７℃で８時間および１６時間培養した。培養後、培養
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物中の菌数（ｃｆｕ／ｍＬ）とｐＨを測定し、培養前の菌数とｐＨと比較し、ビフィズス
菌の増殖性に対するスピルリナ、タンパク質及び糖質の影響を評価した。なお、比較のた
め、上記スピルリナ溶液に代えて、タンパク質（カゼイン又はホエイタンパク質）をそれ
ぞれ水道水に溶解したタンパク質濃度３重量％の水溶液（比較例７及び８）、糖（乳糖ま
たはグルコース）をそれぞれ水道水に溶解した糖濃度５重量％の水溶液（比較例９及び１
０）、および脱脂粉乳を水道水に溶解した脱脂粉乳濃度１０重量％の水溶液（比較例１１
）を用いて、同様に実験を行った。
【００８９】
　（３）実験結果
　実施例７～１１および比較例７～１１の結果を表３に示す。
【００９０】
【表３】

【００９１】
　表３に示す通り、ビフィズス菌を、ホエイ、乳糖（二糖）またはグルコース（単糖）の
存在下で培養すると、菌増殖が抑制されて生残性が低下するのに対して（比較例８～１０
）、これらにスピルリナを組み合わせることで、実施例８～１０に示すように、ビフィズ
ス菌の菌増殖が促進されて、菌数が格段に増加することが判明した。また、カゼインにつ
いても、スピルリナと組み合わせることで、ビフィズス菌の生残性が上昇することが分か
った。更に、脱脂粉乳にスピルリナを組み合わせることで、ビフィズス菌の増殖が一層促
進されて、菌数がさらに増加することが判明した。なお、上記糖質のうち、乳糖は牛乳を
構成する主要な糖質であることから、前記実験例１の比較例２や４で示された牛乳による
ビフィズス菌の生残性の上昇は牛乳に含まれる脂肪と糖質以外の成分によるものと考えら
れる。
【００９２】
＜実験例４＞
　実験例４では、牛乳の代わりに豆乳を用いた場合に、ビフィズス菌の増殖性に対するス
ピルリナの影響を調べた。
　なお、ビフィズス菌として、ビフィドバクテリウム・ロンガム（Bifidobacterium long
um）を用いた。
【００９３】
　（１）各実験材料の調製
（１－１）ビフィズス菌末・乳酸菌末の調製
　実験例１と同様の方法により、ビフィズス菌末を調整した。
【００９４】
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（１－２）スピルリナ溶液の調製
　［実施例１２］
　スピルリナ粉末３ｇを豆乳１００ｍＬに溶解し、スピルリナ溶液を調製した。このスピ
ルリナ溶液を、９０℃で１０分間オートクレーブ殺菌を行い、滅菌した。
　［実施例１３］
　スピルリナ粉末３ｇおよび糖質（乳糖）を豆乳１００ｍＬに溶解し、糖質濃度５重量％
のスピルリナ溶液を調製した。このスピルリナ溶液を、９０℃で１０分間オートクレーブ
殺菌を行い、滅菌した。
【００９５】
　（２）実験方法
　試験管に入れた１０ｍＬ量の各スピルリナ溶液（滅菌済）に、１０ｍＬあたりの菌数が
１．０×１０９ｃｆｕ（１．０×１０８ｃｆｕ／ｍＬ）となるように生理食塩水で希釈調
整したビフィズス菌末を接種し、３７℃で８時間および１６時間培養した。培養後、培養
物中の菌数（ｃｆｕ／ｍＬ）とｐＨを測定し、培養前の菌数とｐＨと比較し、ビフィズス
菌または乳酸菌の増殖性に対する豆乳及び糖質の影響を評価した。なお、比較のため、上
記スピルリナ溶液に代えて、豆乳（比較例１２）及び糖（乳糖）を豆乳に溶解した糖濃度
５重量％の水溶液（比較例１３）を用いて、同様に実験を行った。
【００９６】
　（３）実験結果
　実施例１２～１３および比較例１２～１３の結果を表４に示す。
【００９７】

【表４】

【００９８】
　実施例１２と比較例１２との比較から、豆乳をベースに用いた場合であっても、スピル
リナを用いることでビフィズス菌の生残性が上昇することが判明した。また、比較例１３
に示すように、豆乳ベースに乳糖を用いることで、ビフィズス菌の増殖が促進されるが、
これに、スピルリナを併用することで、実施例１３に示すように、菌増殖が大きく促進さ
れて大幅に生残性が上昇することが判明した。
【００９９】
＜実験例５＞
　実験例５では、ビフィズス菌の増殖性に対するスピルリナ濃度の影響を調べた。
　なお、ビフィズス菌として、ビフィドバクテリウム・ロンガム（Bifidobacterium long
um）を用いた。
【０１００】
　（１）各実験材料の調製
（１－１）ビフィズス菌末の調製
　実験例１と同様の方法により、ビフィズス菌末を調整した。
【０１０１】
（１－２）スピルリナ溶液の調製
　スピルリナ粉末を牛乳１００ｍＬに下記表５に示す濃度になるようにそれぞれ溶解し、
各スピルリナ溶液を調製した。このスピルリナ溶液を、９０℃で１０分間オートクレーブ



(18) JP 2017-109976 A 2017.6.22

10

20

30

40

50

殺菌を行い、滅菌した。
【０１０２】
　（２）実験方法
　試験管に入れた１０ｍＬ量の各スピルリナ溶液（滅菌済）に、１０ｍＬあたりの菌数が
１．０×１０９ｃｆｕ（１．０×１０８ｃｆｕ／ｍＬ）となるように生理食塩水で希釈調
整したビフィズス菌末を接種し、３７℃で８時間および１６時間培養した。培養後、培養
物中の菌数（ｃｆｕ／ｍＬ）とｐＨを測定し、培養前の菌数とｐＨと比較し、ビフィズス
菌の増殖性に対するスピルリナの濃度の影響を評価した。
【０１０３】
　（３）実験結果
　実施例１４～１８の結果を表５に示す。
【０１０４】
【表５】

【０１０５】
　表５に示す通り、スピルリナの濃度依存的に、ビフィズス菌の増殖促進効果が高くなる
ことが判明した。なお、実施例１８では、培養後８時間から１６時間の間に増殖のピーク
があったと考えられる。
【０１０６】
＜実験例６＞
　実験例６では、水道水に代えてリン酸緩衝液を用いて、ビフィズス菌の増殖性に対する
スピルリナおよび糖の影響を調べた。
　なお、ビフィズス菌として、ビフィドバクテリウム・ロンガム（Bifidobacterium long
um）を用いた。
【０１０７】
　（１）各実験材料の調製
（１－１）ビフィズス菌末の調製
　実験例１と同様の方法により、ビフィズス菌末を調整した。
【０１０８】
（１－２）リン酸緩衝液の調製
　０．２Ｍリン酸二水素ナトリウム溶液と０．２Ｍリン酸水素二ナトリウム溶液とを混合
し、ｐＨを７に調整した。
【０１０９】
（１－３）スピルリナ－リン酸緩衝溶液の調製
　［実施例２１］
　スピルリナ粉末３ｇをリン酸緩衝溶液１００ｍＬに溶解し、スピルリナ－リン酸緩衝溶
液を調製した。このスピルリナ－リン酸緩衝溶液を、９０℃で１０分間オートクレーブ殺
菌を行い、滅菌した。
【０１１０】
　［実施例１９及び２０］
　スピルリナ粉末３ｇおよび糖（乳糖）をリン酸緩衝溶液１００ｍＬに溶解し、糖濃度５
重量％のスピルリナ－リン酸緩衝溶液を調製した。このスピルリナ－リン酸緩衝溶液を、
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【０１１１】
　（２）実験方法
　試験管に入れた１０ｍＬ量の各スピルリナ－リン酸緩衝溶液（滅菌済）に、１０ｍＬあ
たりの菌数が１．０×１０９ｃｆｕ（１．０×１０８ｃｆｕ／ｍＬ）となるように生理食
塩水で希釈調整したビフィズス菌末を接種し、３７℃で８時間および１６時間培養した。
培養後、培養物中の菌数（ｃｆｕ／ｍＬ）とｐＨを測定し、培養前の菌数とｐＨと比較し
、ビフィズス菌の増殖性に対するスピルリナ－リン酸緩衝溶液をおよびスピルリナ－リン
酸緩衝溶液＋糖の影響を評価した。なお、比較のため、上記スピルリナ－リン酸緩衝溶液
に代えて、リン酸緩衝溶液（比較例１４）及び糖（乳糖）をリン酸緩衝溶液に溶解した糖
濃度５重量％のリン酸緩衝溶液（比較例１５）を用いて、同様に実験を行った。
【０１１２】
　（３）実験結果
　実施例１９～２０及び比較例１４～１５の結果を表６に示す。
【０１１３】
【表６】

【０１１４】
　比較例１４および１５に示すように、ビフィズス菌をリン酸緩衝液の存在下で培養する
と、水道水の存在下よりはよいものの、依然として生残性は低いままであり、これにさら
に糖（乳糖）を併用するとさらに生残性が低下することが判明した。一方、これにスピル
リナを組み合わせると、ビフィズス菌の生残性が増加し（実施例１９）、特にスピルリナ
に乳糖を併用することでビフィズス菌の増殖が促進され菌数が大幅に増加することが確認
された（実施例２０）。
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